

























かれている O つまり小説は， I諸子J のうちの一家という場所を与えられ
たのである O
後漢の班固 (32 - 92) が「漢志」を編むにあたって則ったのが，劉向(前 7 一











『新序j r列女伝j r列仙伝j r楚辞』の「九歎」などがあり，また編著と
して『戦国策』がある O さらに， r戦国策』ほどはその手が加わっていな
いとしても， I今日に残る先秦の典籍のほとんどは，劉向の校訂を経てい
る」と言える O
そして， r説苑J という書名(あるいは侠書である『世説 j) にも「説」の
A 字があるように，劉向は「説J を集める人でもあった。『列女伝』や『新
序』が『説苑』と同じく「王教」を広めるという目的で著されたことは，




史書)にも収められている話があり， r曇子春秋j r萄子j r韓非子j(いずれ
反復される語り 一古代中国における「説」と「小説 3






































































2 説はあるか 『荘子J から『韓非子Jヘ
では，小説が小さな(=つまらない H 説」だとして，その「説」とは何
だろうか。これもまた， r荘子J の天道篇に， I説J という語のわかりやす







































記されている O そのあと「経j の一つ一つについてその例話が「説」とし
て示されるのである O たとえば，内儲説上は君主の用いるべき「七術」を
































































ある D 探す品物が異なるだけで同じような話はここだけでなく， I七術」



















































まま収録されている o r韓非子J は「漢志」では諸子略法家類に『韓子』



















































































反復される語り t1i 代中国における「説j と「小説 15
四人はそれぞれに， r辞J r言J r説J(すなわち「言葉」あるいは「語るこ











いる O これを受けて J.I.クランプ， Jr. は， r戦国策』のなかにはレトリッ
クを駆使して綴密に構成された説得例が見られることから，これを遊説家
































f:i j r新序j r説苑J を著した。これらの著書はどれも歴史故事を主とする















































いる o r戦国策J ゃ『説苑』においても同様であるといってよいだろう O
そしてその会話は多くの場合， X 日 r.. ・H ・J，Y B r… J という形を n


























































































なったのは，注 25 に引用した『礼記』玉藻篇の記述に拠るものだろう O
しかし実際は， I事」よりも「言」が重んじられたというわけではなく，
たんに「言」を記録していたのではないか。あるいは強いてこの二項を用
いるなら， I言J と「事」は分けられず， I言J(語り)こそが「事 J(出来事)
であったのではないか。劉知幾もさらに「軽事重言J の例として， I又孔
門之著録也，論語専述言辞，家語兼陳事業，而自古学徒相授，唯称論語而























では国名と姓氏を与えている例が， r異説」として挙げられている O これ















































反復される語り← 占代中同における「説J と「小説 25
「漢志」は六芸略・諸子略…という分類からもわかるとおり， I六経j




























2) r漢志」に載せられている劉向の著書は次のとおりである O 六芸略書類の劉 JI1J 五
行伝記十一巻・諸子略儒家類の劉向所序六卜七篇(新序説苑世説列女伝煩図
也)・諸子略道家類の劉向説老 f四篇・詩賦略賦類の劉向賦二:卜三篇。うち， r新
!長.i r説苑.i r列k 伝J が伝わっており，賦の一部は『楚辞.i r九歎」であると考
えられる。また， r漢志」には載せられていないが. r陪書.i r経籍志」からは『ダIJ
仙伝』を劉向の著作として収め(史部雑伝知). r戦|司策』も劉向編とされている
(史部雑史類)。




5 )さらに経書である『韓詩外 ud や『存秋j 三伝と共通する話もある。
() )小南 -fm r請から説へ It 1国における「小説」の起源をめぐって J (中同
文学報 50. 195) は. r墨子.i r韓非 n などで. r経」を具体的に説明する語










とを郷撤するところにあるが，彼自身も. f1 同の王子の寓話を持ち出して n分
の論説を飾り，読者または聴き千のlt 日を奪おうとしていることは明らかであ
ろう J(小阿甚-編 r(比較思想・文化叢書)文学概念の変遺.i，同書刊行会，
197. 第四章「中国における小説概念の成立と推移J. p. 109) 0 
9 )小南前掲(注 6 )論文. p. 4 - 6 。さらに小南は『戦国策j のうちに「説得文芸」
とでも弓うべき芸能化された説の語りを見出し，それを漢代の賦文去の表現に









は，前野i貰彬『中国小説史考H秋山書出. 1975). p.8 を参照のこと O ただし
「人名+説」という書名は小説家類以外にも見られる。
12) この「可食乎J r可J はもちろん， r食べられるのかJ r食べられる」という意味
にも取れるので，取次ぎ役はそのつもりで答えたのである。
13) 南宋の晃公武『郡斎読書志J が『戦同策』を初めて子部縦横家に入れ， r文献通
考.1 r宋史.1 r芸文志」もそれに拠っているが.四庫全書ではやはり史部が適切
だとして史部雑史類に戻している。
14) 逆に， n説苑』や『新序j において劉向が先行文献にはない解説や批評を付加し
ている例については，野間文史「新序・説苑孜J(広島大学文学部紀要 35 ，1976) 
を参照のこと。
15) うち談叢篇(r 説叢」に作る本もある)は特に趣きを異にしている。ことわざのよ
うな短い文章が集められ，固有名詞がきわめて少ない。たとえば， r為人 1'. 呂'，1J..l、




16) マスベロとクランプの研究については，前掲(注 3 )の「解説 J(p. 35 - 36) およ
ぴ小川環樹「弁論の芸術についてJ(集英社全釈漢文大系 24 r戦国策(中).1月
報， 197) [r 小JII 環樹著作集j 第 1 巻(筑摩書房， 197) 所収]に紹介されてい
る。 Henri Maspero ，“Le Roman de Sou Ts'in ，" Etudes asi αtique 2 (1925) は，
中同語訳が『凶立北平図書館館干IJj 7 - 6 (1 93) に掲載されている(橋承鈎訳
「蘇秦的小説J) 0 
17) J. 1. Crump ， Jr. ， Intrigues: Studies of the Ch αn-kuo Ts'e ， An n Ar bor: The 
Universty of Michgan Pres ， 1964. 
18) I司1: ，p.57o 
19) r韓非子』内外儲説においては，ディテールが異なる類話がある場合には， r . 
f1J として併記している。また，劉向の著書と共通する話が多い『韓詩外伝J
について論じた西村富美子「韓詩外伝の一考察ー一説話を主体とする詩伝の持
つ意義一←←J(中国文学報 19 ，1964) によれば， r外伝に登場する人物名は，後の
説苑・新序・列/，({云などのお話しに見えるものと異なる場合が多い」。












23) 近藤前掲書(注 3) ，I解説J，p.35 0 また，r戦国策J と『史記』との性格のちが
いや，史伝と小説との近さについては， r司「解説J の「コ史伝か文学かJ(p.30
-3 7)を参照のこと。
24) 田中謙二 Ir 史記』における会話その他についてJ(田中謙て・ A 海知義『史記J
(五)，朝日文庫， 1978) ， p.217 0 
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